
《Lesson 1》主語になる代名詞の使い分け 

1. 代名詞とは 

be 動詞の文の作り方について学ぶ前に、主語になる代名詞について学んでいこうと思います。 

「代名詞」とは名詞の代わりに使われる単語 

です。例えば、「マユミは、～です。彼女は～です」のように、2文目では「マユミ」という名詞の代わり

に「彼女」という単語が使われています。これが「代名詞」です。 

2. 英語でよく登場する代名詞 

私 / 私たち / あなた / あなたたち / 彼 / 彼女 / 彼ら / 彼女ら / これ / 

それ / あれ / これら / それら / あれら 

＜例＞ ハナコさん → 彼女     生徒たち → 彼ら・彼女ら   私と弟 → 私たち 

私の机 → これ・それ・あれ   3本のペン → これら・それら・あれら 

3. 文の主語となる英語の代名詞の形（主格） 

I / you / we / they / he / she / it / this / that / these / those 

私は（が）     → I          あなたは（が）/ あなたたちは（が）  → you    

私たちは（が） →  we        彼は（が） →  he     彼女は（が） → she    

彼ら・彼女ら・それら →  they   それは（が） → it  （ペットは he/she が主に使われる） 

これは（が） → this （「この」という形容詞にもなる）  

それは（が）/ あれは（が） → that（「その・あの」という形容詞にもなる）  

これらは（が）→ these （「これらの」という形容詞にもなる）   

それらは（が）/ あれらは（が） → those （「それらの・あれらの」という形容詞にもなる） 

*my / your / our などは「～の」という意味の「所有格」となるので違う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント！ they / it / this / that / these / those の使い分け 

 使い分けは、基本的に 

それ＝ it / that   それら = they / those  これら = these   あれら = those 

となります。詳しく説明しますと、以下のようになります。 

it / they ＝ 人称代名詞           this / that / these / those  =  指示代名詞 

  人称代名詞 

   基本的に、もうすでに何について話しているか分かる場合に使われる代名詞 （前の文に登場し

た名詞の繰り返しを避けるために使われる）。 I / you / we / he / she も人称代名詞。 

  指示代名詞 

これ・それらのように「人・物・事」を指し示す時に使われる代名詞（「今話題にでた“それ”」

なら it、「あなたが手にしている“それ”」なら that が使われる）。 
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